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表　紙	 海外留学疑似体験事業（川角中学校）
特　集	 皆さんの「学び」を応援します	 ／Ｐ２－３
	 新型コロナワクチン接種についてのお知らせ	 ／Ｐ４
	 10月は「４Ｒ」推進月間です！	 ／Ｐ５
	 広報もろやまアンケート調査結果	 ／Ｐ12
	 町税の納期限内納付にご協力をお願いします	 ／Ｐ20
裏表紙	 もろやま電子図書館サービス開始！	 ／Ｐ24
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、紙面に掲載したイベント等は中止または
内容の変更になる場合があります。



※人材バンクに登録している個人・団体の詳細は右記から
ご確認ください。

自治会活動やいきいきサロン、子ども会やPTA活動など、身近な地域で学習活動に取り組
んでみませんか？
学習会や研修会の実施、イベント実施の際などにぜひご活用ください。

皆さんの 「学び」 を応援します

身近な地域で軽スポーツを始めてみません
か？　皆さんの地域に講師を派遣し、軽スポ
ーツの実技指導を行います。講座内容など詳
細についてはお問い合わせください。
※道具はスポーツ振興課で用意します。

■内容　ペタンク、グラウンドゴルフ、スカットボールなど
■対象　町内在住５人以上の団体
■日時　申請者（団体）が希望する日時（基本は土日）
■場所　自治会などの地域の公園または広場
■講師　スポーツ推進委員、スポーツ振興課職員
■申込方法　事前相談のうえ、申請書を提出
■問合せ　教育委員会スポーツ振興課ｔ294－7101

スカットボール ペタンク

暮らしに役立つ様々な知識、優れた技能や豊かな経験などをお持ちの“人材”に、「講師」や「協力者」として町
に登録していただいています。学習活動に取り組もうとしている地域の団体などの求めに応じて、人材バンクのな
かから学習内容に合う人を紹介する制度です。講師（人材バンク登録者）の活動は原則、無償のボランティアでお
願いしています（ただし材料代や資料代等の実費は学習者側の負担となりますので、当事者同士での確認・交渉を
お願いします）。

わくわく科学教室
■対象　町内に住所を置くか町内に活動拠点を置く個人および団体
■日時　派遣を希望する講師との応相談
■申込方法　教育委員会生涯学習課に相談のうえ、申込み
■問合せ　教育委員会生涯学習課ｔ295－2112（内線522）

生涯学習人材バンクボランティア

もろやま軽スポーツ出前講座
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■対象　どなたでも（１人からでもご案内します）
■所要時間　１時間程度
■日時　毎月第３土曜日　１日４回
（①午前９時30分　②午前11時　③午後１時　④午後２時30分）
■参加方法　当日、出発時間までに歴史民俗資料館に集合
※団体の場合は他の日も応相談（２週間前までに要申込み）。
■問合せ　歴史民俗資料館ｔ295－8282

■対象　５～20人程度までの団体
■場所　基本的には歴史民俗資料館（出前講座も可）
※出前講座は持ち運びしにくい道具もあるため、体験できる道具が限られます。
■申込方法　事業実施日の２か月前までに歴史民俗資料館に申込み
※事業内容を決めるため事前の打ち合わせが必要となります。
■問合せ　歴史民俗資料館ｔ295－8282

炭火アイロン 石臼 ネコこたつ

■対象　どなたでも（３～10人までの団体）
■実施場所　歴史民俗資料館
■実施できる期間　４月～10月（期間中でも藍の具合により体験で
きない場合もあります。）

■費用　事前打ち合わせの際にご相談ください。
■申込方法　事業実施日の１か月前までに歴史民俗資料館に申込み
※事業内容を決めるため事前の打ち合わせが必要となります。
■問合せ　歴史民俗資料館ｔ295－8282

かつて毛呂山でも行われていた藍染めの
体験を行います。

鎌倉街道ガイドボランティア

歴史民俗資料館サポーター

藍染めサークル

国指定史跡に指定される鎌倉街道上
かみつみち
道を、ガイドの講習を受け

たボランティアが案内します。
国指定史跡に指定される鎌倉街道上

かみつみち
道を、ガイドの講習を受け

たボランティアが案内します。

火のし、炭火アイロン、石臼、洗濯板、ネコこたつ、モッコ、背
し ょ い こ
負子、簑

みの
・笠の着用など、昔の道具を使う体験学

習を行っています。
火のし、炭火アイロン、石臼、洗濯板、ネコこたつ、モッコ、背

し ょ い こ
負子、簑

みの
・笠の着用など、昔の道具を使う体験学

習を行っています。
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問合せ　保健センター　ｔ２９４－５５１１　ｆ２９５－５８５０

新型コロナワクチン接種
についてのお知らせについてのお知らせ

■接種場所　下表の町内個別医療機関

オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種について
国の方針により、新型コロナウイルスのオミクロン株対応ワクチンを使用した追加接種を10月以降実施します。
対象となった人のうち、希望する人全ての量のワクチンが供給される見込みです。
■接種場所　集団接種／東公民館（10月18日（火）開始予定）　
　　　　　　個別接種／町内個別医療機関（10月以降開始予定。実施医療機関は町ホームページをご覧ください。）
■予約方法　集団接種／コールセンター（ｔ050－5578－9415）またはネット予約　個別接種／各医療機関へ直接予約
■使用ワクチン　オミクロン株（BA.1）と従来株に対応した２価ワクチン
■対象者　初回接種（1・2回目接種）を完了した12歳以上の人
■接種間隔　当面は、前回接種から５か月以上（今後、前倒しになる可能性があります）
■接種回数　オミクロン株対応ワクチンは１人１回
■接種費用　無料（全額公費負担）
■接種券　
　○未使用の手持ちの接種券をそのまま利用していただく人（新たに発送しませんがハガキで通知する予定）
　　・４回目の対象者で未接種の人
　　・３回目の対象者で未接種の人
　○新たに接種券を発送する人
　　・３回目接種済みの人（12～59歳）は、これから順次接種券を送ります。
　　・４回目接種済みの人（60歳以上、基礎疾患のある人、医療従事者等）は、接種可能な時期になったら発送します。
■注意点　初回（１・２回目）接種の未接種者は、従来型ワクチンでの接種となります（令和４年12月末まで）。

小児用（5～11歳）の新型コロナワクチン追加接種（3回目接種）について
９月６日より、小児（５～11歳）の３回目接種が可能になりました。接種については、感染症予防の効果と副反
応のリスクの双方について正しい知識を持った上で、ご本人と保護者の意思に基づいてご判断ください。

医療機関名 所在地 予約方法

おっぺ小児科・アレルギー科
クリニック 若山1－8－7 ホームページからネット予約

初野医院 長瀬1850 電話予約ｔ295－2887

集団接種ネット予約

■使用ワクチン　ファイザー社小児用ワクチン
※２回目接種から５か月経過し、12歳を迎えた場合の３回目接種は、12歳以上のオミクロン株対応ワクチンを使
用します。
■対象者　２回目接種を完了した５歳から11歳までのお子さん
※ワクチン接種には、保護者の同意と立ち合いが必要です。
■接種間隔　２回目接種から５か月以上
■接種費用　無料（全額公費負担）
■接種券　対象者に順次発送しています。

新型コロナワクチンは、インフルエンザワクチンと同時接種が可能です。
ご希望の場合は、医療機関にご相談ください。
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10月は４Ｒ推進月間です！
ごみ減量のキーワードは“４Ｒ”

町では、全国的に推進されている３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に「Refuse（リフューズ）」を加え、
４Ｒ活動を推進しています。国で定めた10月の３Ｒ推進月間にならい、10月を４Ｒ推進月間とします。
４Ｒのなかで特に大事な取組は、「R

リ フ ュ ー ズ
efuse」と「R

リ デ ュ ー ス
educe」です。一人ひとりがごみになるものをもらわないよう

にしたり、なるべくごみを出さないようにして、ごみの減量化やリサイクルにご協力をお願いします。
問合せ　役場生活環境課環境係☎295－2112内線172

・マイバッグを持ち歩きレジ袋（過剰包装など）は断りましょう。
・マイボトルやマイ箸を活用しましょう。
・不要なおまけ（割り箸・ストロー・本のカバーなど）は断りましょう。
・詰め替え用商品を利用して、ごみを減量しましょう。
・必要な量を購入・注文しましょう。

・長く使える丈夫で愛着の持てるものを購入しましょう。
・料理は作り過ぎたり、注文し過ぎたりせず、食べ残さないようにしましょう。
・レンタル用品を活用しましょう。
・生ごみは処理容器や電気式処理機を使って減量化・堆肥化に努めましょう。

・リターナブルびん（牛乳・ビール・お酒など）のものを選びましょう。
・使い捨てのものは買わないようにしましょう。
・壊れても修理やリフォームをして、長く大切に使いましょう。
・フリーマーケットやリサイクルショップを活用しましょう。

・分別ルールを守ってごみを出し、効率よくリサイクルできるように協力しましょう。
・再生材を使ったリサイクル製品を選んで購入するようにしましょう。
・不要になった携帯電話などの小型家電の回収に協力しましょう。

家庭用生ごみ処理機器設置補助金をぜひご活用ください！
種類 基準 補助金額

生ごみ処理容器 ・有効容積10リットル以上　・安全なふたがある
・購入費が1,000円以上　　  ・購入後１年以内

１基あたり最大１万円
※購入費の10分の９以内の額
（１年度につき１世帯２基まで）

生ごみ処理機 生ごみの堆肥化または減量化を目的に製造された
機械

１基あたり最大３万円
※購入費の２分の１以内の額
（１年度につき１世帯１基まで）

優
先
度
①

優
先
度
②

優
先
度
③

優
先
度
④

ごみになるものは断る、買わない、持ち込まないefuseRリフューズ

ごみを減らす、出さない、作らないeduceRリデュース

ごみになってしまったものを資源に戻して再利用ecycleRリサイクル

まだ使えるものは、捨てずに繰り返し使うeuseRリユース

【断る】

【減らす】

【再利用】

【再生利用】

※補助金の額に100円未満の端数があるときは、端数を切り捨てます。

よんアール



文化財散策
『鎌倉街道ウォーク』

町内外２つのコースで鎌倉街道散策をお楽しみくださ
い。

▼日時　10月22日（土）　午前９時～午後３時
※雨天中止です。

▼内容　
　①歴史の道満喫コース／嵐山町から「鎌倉街道 上

かみつ

道
みち
」をたどり、笛

ふえ
吹
ふき
峠
とうげ
や街道沿いの文化財を見学

して毛呂山町まで歩きます。
　　（主なコースは県立嵐山史跡の博物館・菅

すが
谷
や
館
やかた

跡
→大蔵館跡→笛吹峠（昼食）→鳩山町赤沼→堂山
下遺跡→毛呂山町歴史民俗資料館です。）

※距離は約14キロメートル、時間は約６時間です。
　②ゆっくり上道コース／国指定史跡に指定された鎌
　　倉街道や寺院跡などの文化財群を散策します。
　　（町東部の鎌倉街道や寺院跡などを回ります。）
※距離は約7.5キロメートル、時間は約４時間30分で
す。

▼集合場所　①埼玉県立嵐山史跡の博物館
　②歴史民俗資料館

▼定員　①40人（先着順）、②25人（先着順）

▼持ち物　弁当、飲み物

▼講師　歴史民俗資料館学芸員およびボランティア

▼共催　古道を楽しむ会

▼料金　無料

▼申込み・問合せ　10月8日（土）９時
から歴史民俗資料館に電話またはファ
クスでお申し込みください。

　また、右記から電子申請での申込みも
できます。

　ｔ295−8282　ｆ295−8297

アニサキス食中毒に
ご注意ください

アニサキスは、魚介類（サバ、イワシ、アジ、サンマ、
イカ等）に寄生する約２から３センチメートルの寄生
虫です。アニサキスが寄生した魚介類を生や加熱不十
分な状態で食べると、人の胃や腸壁に侵入し、食中毒
（アニサキス症）を起こします。
食酢処理、塩漬け、醤油やわさびを付けても、アニサ
キスは死滅しません。激しい腹痛があり、アニサキス
による食中毒が疑われる場合には、速やかに医療機関
を受診してください。詳しい症状や予防については、
坂戸保健所までお問い合わせください。

▼問合せ　坂戸保健所ｔ283−7815

ご利用ください！
オンライン子育て相談

新型コロナウイルス感染症の流行により、外出を自粛
している子育て世帯のために、Z

ズ ー ム
oomを利用したオン

ライン子育て相談を開始しました。ぜひご利用くださ
い。日時などは町ホームページでご確認ください。

▼料金　無料

▼申込み・問合せ

　【助産師の妊産婦オンライン相談】
　保健センター（ｔ294−5511）に電話
　または右記からお申し込みください。

　【保育士による子育て相談】
　子育て支援センター（ｔ294−4820）
　に電話または右記からお申し込みくだ
　さい。②上道コース

①満喫コース

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

6２０２２．１０



「ウオーキング教室」に参加してみませんか？
ウオーキングの楽しさ、魅力、より効果的なウオーキ
ングの方法や注意すべき点などを、講師を招いてご紹
介します。
総合公園外に出て本格的なウオーキングを楽しめるコ
ースもあります。ぜひご参加ください。

▼日時　10月29日（土）　午前９時30分～11時30分
※雨天中止です。

▼場所　毛呂山総合公園

▼内容　講習と実技
　Ａ：ビギナーコース／基本的な歩き方の指導から簡

単なウオーキングを行います。
　Ｂ：カジュアルコース／総合公園の外に出て、実際

にウオーキングを行います。

▼対象　町内在住・在勤・在学の人

▼定員　各コース20人（先着順）

▼講師　総合型地域スポーツクラブJ
ジ ョ ー ズ
AWS

▼料金　無料

▼持ち物　タオル、飲み物、動きやすい服装

▼ 申込み　10月21日（金）までに、教
育委員会スポーツ振興課にお申し込み
ください（電話可）。

　また、右記から電子申請での申込みも
できます。

▼問合せ　教育委員会スポーツ振興課ｔ294−7101

ウオーキング教室

令和４年度メンタルヘル
ス講演会を開催します

家族や周囲の人たちが、生きにくさを感じている子ど
もや若者への気持ちの寄り添い方を知ることで、コロ
ナ禍における心の健康について学べます。

▼日時　11月27日（日）
　午後１時30分～３時30分（開場／午後１時15分）

▼場所　ウィズもろやま（福祉会館）

▼ 内容　講演「コロナ禍における子ども・若者の気持ちに
寄り添うヒント～健やかにイキイキと生活するために～」

▼対象　坂戸保健所管内　在住在勤者

▼定員　50人（先着順）　　 ▼料金　無料

▼講師　東京未来大学　須田誠さん

▼持ち物　筆記用具

▼申込み　10月11日（火）から保健センターに電話
または上記から電子申請でお申し込みください。

▼問合せ　保健センターｔ294−5511
　坂戸保健所ｔ283−7815

町のイベント
中止のお知らせ

日にち 名称 問合せ先

10月16日（日） 図書館祭り 図書館ｔ295−1015

11月　３日（木） やぶさめ横丁 （一社）毛呂山町観光
協会ｔ250−8143

11月19日（土）
　　 20日（日） 産業まつり 役場産業振興課商工観光係

ｔ295−2112 214

11月23日（水） ゆずの里ウォーク （一社）毛呂山町観光
協会☎250−8143

12月　3日（土）
　　 　4日（日） 中央公民館まつり 中央公民館

☎294−1250

12月　4日（日） 黒山・鎌北湖
駅伝大会

毛呂山町体育協会
☎294−7101

12月11日（日） 町内バレーボール大会 教育委員会スポーツ振興課
☎294−7101

新型コロナウイルス感染症の影響により、下記の町の
イベントが中止となりました。
また随時、町ホームページに、イベントの
中止や延期についてのお知らせを掲載して
いますので、ご確認ください。 町ホームぺージ

第21回特別展『史跡鎌倉
街道上道～道・宿・寺・塚～』

国指定の答申を受けた史跡「鎌倉街道上道」について、
街道の特色や街道沿いに広がる中世の遺跡との関わり
から中世の毛呂山東部の魅力を紹介します。

▼日時　10月15日（土）～令和５年５月７日（日）

▼場所　歴史民俗資料館特別展示室

▼料金　無料

▼問合せ　歴史民俗資料館ｔ295−8282

7 ２０２２．１０



▼活動内容　次のいずれかに該当する活動
■「こころのふれあいを深める活動」
　常時温かな心で人に接し、人びとの胸に善意の灯を
ともしている。あいさつ運動、小さな親切運動、郷
土を知る運動などの心のふれあいに関しての活動を
活発に行っている。

■「健やかな心・身体を育てる活動」
　青少年の健全育成に努めている。地域の健康、体力
づくりに努めている。スポーツ等を地域に普及させ
ており、活動および競技などが他の模範となっている。

■「住みよいふるさとをつくる活動」
　自然、史跡など文化遺産の保全等に努めている。街
路・公園など身近な環境の保全・整備活動等を積極
的に行っている。交通事故や犯罪の防止、防災等の
普及に努めている。

▼活動期間　次のいずれかに該当する期間
　①常時活動　年６回以上行い、３年以上継続している。
　②定期活動　年１～２回程度行い、６年以上継続し

ている。
※令和４年４月１日が基準日です。

▼対象　町内で活動し、活動内容および活動期間それ
ぞれに該当している人

▼申込み　10月３日（月）から11月11日（金）（必着）
までに専用の推薦書を毛呂山町コミュニティ協議会
事務局（役場総務課）へ提出してください。

※推薦書は問合せ先で配布します。詳しくは、推薦書
とともに配布する要領をご覧ください。

▼問合せ　毛呂山町コミュニティ協議会事務局（役場
３階総務課内）ｔ295−2112 314

コミュニティづくりの功労賞「ほのぼの賞」推薦募集

日ごろ、身近なところで「明るく住みよいまちづくり」のために、多くの人が積極的な実践活動を続け
ています。そうした個人・団体へ「ほのぼの賞」を贈呈し、その活動と功績を顕

けん
彰
しょう
します。

いきいきシニア講座『外の景色を見に行こう！』

写真の撮り方と骨盤体操を学んで、外に出るきっかけ
を作ってみませんか？　全２回の講座です。

▼日時　11月10日（木）、15日（火）
　午前10時～11時30分

▼場所　総合公園体育館

▼内容　10日／やさしい！　写真教室
　15日／尿漏れ予防・改善！　骨盤底筋トレーニング

▼対象　65歳以上で医師による運動制限の指示のない人

▼定員　15人（先着順）

▼料金　無料

▼持ち物　筆記用具、デジタルカメラ（写真教室のみ）、
タオル、飲み物、動きやすい服装、室内履き

▼申込み　10月11日（火）から役場高齢者支援課高
齢者福祉係にお申し込みください（電話可）。

▼問合せ　役場高齢者支援課高齢者福祉係
　ｔ295−2112 128・129

8２０２２．１０



高齢者インフルエンザ予防接種

指定医療機関 電話番号

埼玉医科大学病院 ※かかりつけのみ

ゆずの木台クリニック ｔ295−5158

長瀬クリニック ｔ295−0708

初野医院 ｔ294−7713

街かどのクリニック ｔ298−5357

ハピネス会川角クリニック　 ｔ295−3959

HAPPINESS館クリニック ｔ276−1832

おっぺ小児科アレルギー科クリニック ｔ295−5550　

丸木記念福祉メディカルセンター ｔ276−1496

ふたばクリニック ☎227−3266

市川医院 ｔ292−3011

越生メディカルクリニック ｔ277−1119

かあいファミリークリニック ｔ299−6222

65歳以上の高齢者で、希望する人にインフルエンザ
の予防接種を実施します。

▼実施期間　10月１日（土）～令和５年１月31日（火）
※ただし、実施期間は医療機関によって異なる場合が
あります。詳しくは各医療機関にお問い合わせくだ
さい。

▼対象者　毛呂山町に住民登録があり、次のいずれか
に該当する人（年齢は接種日現在）

①65歳以上の人
②60歳以上65歳未満で心臓・腎

じん
臓
ぞう
・呼吸器の機能に

極度の障害がある人（身体障害者１級程度・事前に
保健センターにご相談ください。）

▼自己負担額　1,100円
※生活保護被保護世帯の人は無料になります。詳しく
は、保健センターにお問い合わせください。

▼接種回数　１回／年度

▼接種方法　直接、指定医療機関に健康保険証などを
提示して申込み（予約）後、予防接種の効果や副反
応、接種時の注意事項を理解してから予診票に記入
して接種を受けてください。疾

しっ
病
ぺい
などの理由により、

指定医療機関以外の主治医で接種を希望する場合
は、保健センターまでお問い合わせください。

▼問合せ　保健センターｔ294−5511

10月1日は浄
じょう

化
か

槽
そう

の日です

浄化槽をお使いの人は、保守点検・清掃とは別に、年１回「法定検査｣ の受検が義務付けられています。浄化槽を
安心して使い、地域の水環境を良好に保つため、年に１回必ず法定検査を受けるようにしましょう。
・浄化槽は微生物の働きで汚水を浄化し、きれいな上澄みを消毒して流しています。
・保守点検や清掃がきちんと行われないと浄化槽は機能を発揮できません。
・法定検査は浄化槽の放流水をチェックし、浄化槽の維持管理が適切に行われているかをチェックする重要な検査
です。

・保守点検は保守点検業者に、清掃は清掃業者に、法定検査は県が指定した検査機関に依頼してください。
※法定検査には、設置された浄化槽が適正に施工され、機能しているかを確認する検査（７条検査・設置後１回の
み実施）と、浄化槽からの放流水などをチェックして、浄化槽が十分に浄化機能を発揮しているかを確認する検査
（11条検査･毎年実施）の２種類があります。

▼毛呂山町浄化槽清掃許可業者　・㈲安川商事　・㈲新東　・毛呂山清掃㈱　・㈲太盛　・㈲正和清掃社

▼埼玉県指定検査機関　（一社）埼玉県環境検査研究協会（さいたま市）

▼問合せ　役場生活環境課環境係ｔ295−2112 172
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パパママ教室を
開催します

妊婦とパートナーを対象にした、安心してお産を迎え
るための教室です。新しいお友達を作る機会にもなり
ますので、ぜひ参加し、すてきなマタニティライフを
過ごしてください。

▼日時　11月５日（土）、11日（金）　
　　　　午後１時30分〜４時
※１日のみの参加も可能です。

▼場所　保健センター

▼内容　１日目／子どもとの生活が始まる前の心の準
備（公認心理師）、沐

もく
浴
よく
実習

　２日目／出産後の手続き案内、妊娠中の栄養指導（管
理栄養士）、呼吸法・妊婦体操・乳房管理（助産師）

▼対象　妊婦とそのパートナー（１人での参加も可）

▼定員　10人（先着順）　　 ▼料金　無料

▼持ち物　母子手帳、筆記用具、動きやすい服装

▼ 申込み　10月５日（水）から保健センターにお申
し込みください（電話可）。また、右記　
から電子申請での申込みもできます。

▼問合せ　保健センターｔ294−5511

滝ノ入地区のボランティアの皆さんが、丹精込めて育てたバラが見頃を迎えます。ご来場の際は、マスクの着用な
ど新型コロナウイルス感染防止対策にご協力をお願いします。

▼日時　10月20日（木）～31日（月）　午前９時～午後３時

▼場所　滝ノ入ローズガーデン（滝ノ入910）　※ペット入場不可（盲導犬可）。

▼料金　無料　※今年はバラ苗などの販売は行いません。

▼問合せ　滝ノ入ローズガーデンｔ070−4161−9465

滝ノ入ローズガーデン「秋のバラまつり」

骨密度検診を行います。骨
こつ
粗
そ
しょう症の早期発見にお

役立てください。

▼日時　11月15日（火）　午前（30分ごとの予約制）

▼場所　保健センター

▼定員　120人　　 ▼料金　無料

▼内容　前腕の橈
とう
骨
こつ
のレントゲン検査および指導

▼対象　町内在住で下記の年齢表に当てはまる女性
年齢 生年月日
40歳 昭和57年４月１日から昭和58年３月31日
45歳 昭和52年４月１日から昭和53年３月31日
50歳 昭和47年４月１日から昭和48年３月31日
55歳 昭和42年４月１日から昭和43年３月31日
60歳 昭和37年４月１日から昭和38年３月31日
65歳 昭和32年４月１日から昭和33年３月31日
70歳 昭和27年４月１日から昭和28年３月31日

※妊娠中やその可能性のある人、すでに骨粗しょう症
と診断され、治療中の人のお申込みはご遠慮ください。
※感染防止のためマスクを着用して来所ください。

▼申込み　10月14日（金）から下記で受付（電話・FAX可）。

▼問合せ　保健センターｔ294−5511　ｆ295−5850

骨密度検診

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業
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『第19回入間郡市人権
フェスティバル』開催

21世紀は人権の世紀といわれ、人権尊重意識の高ま
りは世界的な潮流となっています。人権が尊重され、
だれもが自分らしくいきいきと暮らせる社会の実現を
めざし、人権問題への理解・関心を深めるため「人権
フェスティバル」を開催します。講演のほか、高

たか
萩
はぎ

囃
はや

子
し

保存会による演奏、物品販売もあります。

▼日時　11月８日（火）　午後０時30分～３時30分
※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、
中止となる可能性があります。

▼ 場所　日高市文化体育館「ひだかアリーナ」（日高
市南平沢1010）

※JR川越線･八高線「高麗川駅」下車、徒歩20分です。

▼内容　講演「いのちの授業〜いのちを大切にする心
を育む」（手話通訳あり）

▼講師　鈴木中
なか

人
と

さん（㈱ライフクリエイト研究所代表）

▼料金　無料　　 ▼申込み　不要
※保育（１歳から就学前までのお子さん）を希望する
人は10月25日（火）までに下記問合せ先にお申し込
みください。

▼問合せ　日高市役所総務課人権推進・市民活動担当
　ｔ042−989−2111 2237

新型コロナウイルス感染症予防対策を実施した上で開
催します。対象者の皆さんにも検温やマスクの着用な
どのご協力をいただきます。詳しくは11月中旬に送
付する案内状をご覧ください。
なお、会場内への立ち入りは対象者のみとさせていた
だきます。また、今後の新型コロナウイルス感染状況
によっては、変更や中止とさせていただくこともあり
ますので予めご了承ください。

▼日時　令和５年１月８日（日）
　午後１時30分から（受付は午後１時から）

▼場所　ウィズもろやま（福祉会館）

▼対象　平成14年４月２日から平成15年４月１日生
まれの人

▼問合せ　教育委員会生涯学習課学習支援係
　ｔ295−2112 521・522

第67回毛呂山町
二十歳のつどい 10月17日から23日は

『行政相談週間』です

行政相談制度を広く周知し、国民の皆さんにこの制度
を利用していただくため、全国的に関係行事を実施し
ています。
町でも、総務大臣から委嘱された行政相談委員が、毎
月第２木曜日に役場にて行政相談所を開設し、行政な
どの困りごとに関する相談を受け付けています。
このほか、総務省関東管区行政評価局（きくみみ埼玉）
でも相談を受け付けていますので、お気軽にご利用く
ださい。
行政苦情110番　ｔ0570−090110
　　　　　　　　ｆ048−600−2336

▼問合せ　役場総務課自治振興係
　ｔ295−2112 314 ホームぺージ

▼案内書配布　10月15日（土）から

▼願書受付　　11月 １日（火）から
募集受付園 住所 電話番号

毛呂山愛仕幼稚園（１号認定）
幼稚園型認定こども園 岩井西4−13−2 294−0977

ながせ幼稚園
私学助成型幼稚園 前久保497 294−2243

ときわぎこども園（１号認定）
幼保連携型認定こども園 平山2−11−1 294−4992

▼ 預かり保育　どの園でも実施しています。１号認定
は保育の必要性の認定を町に申請し、新２号認定を追
加で受けると預かり保育料の一部が無償となります。

▼幼児教育の無償化　国の制度により保育料の一部が
無償となります。詳しくは、役場子ども課や各園に
お問い合わせください。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、入園説
明会や公開保育、運動会などの実施については、各園
のホームページなどをご覧になるか、各園にお問い合
わせください。

▼問合せ　各園にお問い合わせください。

令和５年度
私立幼稚園園児募集
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90
％
以
上
の
人
が
「
広
報
も
ろ

や
ま
」
を
自
治
会
な
ど
か
ら
の
配

布
に
よ
っ
て
入
手
し
て
い
る
と
い

う
結
果
で
し
た
。
な
お
、「
広
報

も
ろ
や
ま
」
は
、
町
内
の
公
共
施

設
の
ほ
か
、
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
や

駅
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

「
そ
の
他
」を
選
択
さ
れ
た
人
は
、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

と
の
回
答
で
し
た
。

０～１日
35.6％

２～３日
39.4％

４～７日
24.0％

１週間以上
1.0％

全てのページを
じっくり読む
40.4％

必要な記事だけ
を読む
32.7％

ざっと目を通す
程度
26.0％

ほとんど読まない
0.9％

　
「
全
て
の
ペ
ー
ジ
を
じ
っ
く
り

読
む
」
が
40
・
４
％
と
最
も
多
い

回
答
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
必

要
な
記
事
だ
け
読
む
」
が
32
・
７

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
ほ
と
ん

ど
読
ま
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
人

は
０
・
９
％
で
し
た
。

非常に満足
6.7％

満足
40.4％

普通
51.0％

不満
1.9％

　
「
非
常
に
満
足
」
お
よ
び
「
満
足
」

と
回
答
し
た
人
を
合
わ
せ
る
と
4７
・

１
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
毛
呂
山
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｔツ

イ

ッ

タ

ー

ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、

Ｉイ

ン

ス

タ

グ

ラ

ム

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
と
い
っ
た
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自

由
記
述
欄
な
ど
か
ら
も
、
広
報
紙
の

必
要
性
や
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
町
民
の
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
意
見

を
参
考
に
、
な
る
べ
く
多
く
の
町
民

の
方
を
広
報
紙
に
取
り
上
げ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
作
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
広
報
も
ろ
や
ま
」
は
、原
則
、

毎
月
一
日
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す

（
一
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
そ
の
前
の
平
日
）。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、
発
行
か
ら
３
日
以

内
で
届
く
人
が
75
％
で
し
た
が
、

１
週
間
以
上
か
か
る
と
い
う
人
も

１
％
い
ま
し
た
。
自
治
会
等
の
配

布
方
法
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

公共施設
4.8％

その他
3.8％

自治会などから配布
90.4％

広報もろやま
アンケート調査結果

町民皆さんの身近な情報誌として親しまれている「広報もろやま」。読者の皆さんの意見や要望を把握し、
より良い広報紙を作成するために、町公式ＬＩＮＥ登録者を対象にアンケート調査を実施しました。
問合せ　役場秘書広報課広報広聴係　ｔ２９５－２１１２内線３３２

■アンケート実施期間　令和４年８月10日（水）～17日（水）　　　■回答者数　１０４人（回答率３．２％）
※毛呂山町公式ＬＩＮＥ登録者数３，２６６人（８月17日時点のターゲットリーチ数）

非常に
読みやすい
4.8％

読みやすい
46.1％

普通
48.1％

読みづらい1.0％　
「
非
常
に
読
み
や
す
い
」、「
読

み
や
す
い
」を
合
わ
せ
る
と
50‌・９

％
と
な
り
ま
し
た
。

非常に
読みやすい
5.8％

読みやすい
45.2％

普通
44.2％

　
「
非
常
に
読
み
や
す
い
」、「
読

み
や
す
い
」
を
合
わ
せ
る
と
51
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
他
市
町
村
の
広
報
紙
や
デ
ザ
イ

ン
に
優
れ
た
書
籍
な
ど
を
参
考

に
、
今
後
も
よ
り
読
み
や
す
い
広

報
紙
面
の
作
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

コンビニなど
1.0％

非常に読みづらい1.0％

読みづらい
3.8％

広
報
紙
の
入
手
方
法

発
行
か
ら
手
元
に
届
く
日
数

「
広
報
も
ろ
や
ま
」
を

ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
か

広
報
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト

紙
面
の
文
字
の
大
き
さ

「
広
報
も
ろ
や
ま
」の
満
足
度
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「海外留学疑似体験事業」が行われました

いつかは海外に行ってみたい

西部地区対象「防災訓練」が行われました
９月11日、総合公園体育館で町内西部地区を対象に
防災訓練を実施しました。各行政区、自主防災組織の
皆さんが訓練に参加しました。コロナ禍を踏まえ、大
震災等により長期の避難生活を余儀なくされることを
想定し、避難所開設・運営訓練などを実施して災害発
生時に備えました。

災害に強い地域づくり

おめでとうございます
町内最高齢の今泉さんにお祝い状の贈呈

毛呂山消防団「第33回埼玉県消防操法大会」
小型ポンプの部出場
８月22日、埼玉県消防学校（鴻巣市）で、「第33回
埼玉県消防操法大会」が開催されました。今年度は西
入間支部操法大会が開催されなかったため、毛呂山消
防団の選抜チームで県大会に挑みました。当日は、気
持ちを一つにして、素晴らしい技術を披露しました。

一丸となって挑んだ県大会

８月19日、毛呂山中学校、川角中学校の余裕教室を
活用し、海外留学疑似体験事業が行われました。英語
指導助手と会話しながら、海外での疑似体験を通した
英会話やタブレットを利用した海外交流により、英語
でのコミュニケーションへの興味・関心を高め、国際
交流の意欲向上を図ることを目的として実施され、延
べ56人の児童生徒の参加がありました。入国審査や
レストランで英会話に挑戦し、オンラインでオースト
ラリア観光を行いました。

今年４月に町内最高齢者の今泉さくさんが110歳を迎
えられました。敬老の日にちなみ、長年の貢献に感謝
をこめて、毛呂山町からお祝い状と花束を贈呈しまし
た。また、今年度100歳を迎える８人には内閣総理大
臣からのお祝い状と記念品、毛呂山町から花束を贈呈
しました。
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▼利用申込書の配布および受付

　期間／10月17日（月）～11月18日（金）

　場所／役場子ども課保育係（役場１階）

▼保育料　４月から８月分の保育料は、世帯の前年度
の町民税額、９月から３月分の保育料は当年度の町
民税額により決定します。

▼ご注意　
①保育施設を利用するためには基準があります。
②町外の保育施設は、その市区町村に在勤のうえ施設
で受入可能な場合のみ利用できます。契約は１年ご
とですので、現在町外の保育施設を利用している人も、
毎年申請を行ってください。希望する保育施設が所在
する市区町村に、申請期間を事前にご確認ください。

③認定こども園の幼稚園部のみ利用する場合は、直接
施設にお問い合わせ、お申し込みください。

令和５年４月入所
保育施設新規利用申込み

▼園児を募集する保育施設

施設名 対象

町立保育園
旭台保育園 満10か月～５歳

ゆずの里保育園 満６か月～５歳

私立保育園

あけぼの幼児園 満３か月～５歳

毛呂山みどり保育園 満３か月～５歳

ながせ保育園 満３か月～２歳

認定こども園

ときわぎこども園
保育園部 満６か月～５歳

毛呂山愛仕幼稚園
保育園部 ３～５歳

小規模保育施設 こひつじ愛
あい
児
じ
園
えん

満２か月～２歳

▼問合せ　役場子ども課保育係ｔ295−2112 141・142

インボイス制度説明会を
開催します

インボイス（適格請求書）とは
売り手が買い手に対して、正確な適用税率や消費税
額等を伝えるものです。

▼問合せ　川越税務署　法人課税第一部門
　ｔ235－9447（ダイヤルイン）

川越税務署において、事業者向けに10月から各月２
回程度、消費税のインボイス制度について
の説明会（事前予約制）を実施します。
詳しくは右記からウェブサイトをご覧くだ
さい。
※新型コロナウイルス感染症の感染状況などにより説
明会の開催を延期または中止する場合があります。

インボイス制度（適格請求書等保存方式）とは
消費税の複数税率に対応するための仕入税
額控除の方式のことで、令和５年10月１日
から導入されます。詳しくは右記からウェ
ブサイトをご覧ください。

10月は不正軽油撲滅
対策強化月間です

不正軽油とは、県の税金である軽油引取税の脱税を目
的として、軽油に灯油や重油などを混ぜた燃料のこと
です。不正軽油の製造・運搬・販売・使用は悪質な脱
税行為です。不正軽油に関する情報をお持ちの人はご
連絡ください。

▼問合せ　埼玉県総務部税務課課税担当
　ｔ048−830−2658
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令和元年10月１日に「食品ロスの削減の推進に関す
る法律」が施行され、毎年10月を「食品ロス削減月間」、
10月30日を「食品ロス削減の日」と定められました。
日本全体では、年間で全世界における食料援助量の約
1.2倍に相当する約522万トンもの食品ロス（令和２
年度推計）が発生しています。国民一人あたりに換算す
ると、お茶碗約１杯分のまだ食べることのできる食品
が毎日廃棄されている計算となります。食品ロスを減
らすため、一人ひとりができることを実践しましょう。

▼食品ロスとは･･･
食品ロスとは、食べられるのに捨てられてしまう食
品のことです。家庭から出る食品ロスの主なものは
次のとおりです。

・「買いすぎ」…調理に使い切れずに捨てられたもの
・「期限切れ」…賞味期限や消費期限が切れて捨てら
れたもの

毎年10月は食品ロス削減月間です
もったいない！　食べられるのに捨てられてしまう食品ロスを減らそう

・「過剰除去」…調理のときに食べられる部分が捨て
られたもの

・「食べ残し」…食べきれずに捨てられたもの
食品ロスを減らすために一人ひとりができること
●買い物の前に食材をチェック
買い物前に冷蔵庫のなかを確認し、食材を買いすぎ
ないようにする。

●適切に保存する
食べ切れなかった食品は冷凍するなど食品が傷まな
いように保存する。

●食材を上手に使いきる
残っている食材から使う。作りすぎて残った料理は
リメイクレシピなどで工夫する。

●食べきれる量を作る
体調や健康、家族の予定も配慮する。

▼問合せ　役場生活環境課環境係ｔ295−2112 17２

▼日時　11月16日（水）　午前中

▼場所　保健センター　　 ▼定員　各120人（先着順）

▼対象　胃がん／50歳以上の人で、令和３年４月以
降に胃がん検診を受けていない人

　肺がん・大腸がん／40歳以上の人
※どちらも令和４年度中に当該年齢になる人を含みます。
※大腸がん検診単独の受診はできません。

▼料金　胃がん／600円、肺がん／200円、
　　　　大腸がん／500円

胃がん・肺がん（肺結
けっ
核
かく
）・大腸がん検診

※大腸がん検診クーポン対象者は、大腸がん検診が無
料になります。当日、クーポン券を持参してください。
※生活保護受給者は無料です。申込み時にお申し出の
うえ、当日受給者証、印鑑を持参してください。
※申込者には事前に問診票を送付します。受診当日は
記入した上でお越しください。

▼申込み　10月６日（木）から20日（木）までに下
記にお申し込みください（電話・ファクス可）。

▼問合せ　保健センターｔ294−5511　ｆ295−5850

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業
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役場の開庁日時

平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　ｔ電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス

健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 32,719人　	（−２１人）
男 	 16,269人　	（−９人）
女 	 16,450人　	（−１２人）
世帯	 16,073世帯	（０世帯）

※令和４年９月１日現在（前月１日比）

− − − −

　
お
知
ら
せ

２
０
２
３
年
版
県
民
手
帳

を
販
売
し
ま
す

令
和
５
年
度
毛
呂
山
町
学
童
保
育

所
の
入
所
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
ま
す
。

Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
に
よ
る
限

定
配
信
で
、
配
信
期
間
中
、
ご
都

合
の
良
い
日
時
で
視
聴
で
き
ま
す
。

配
信
期
間　
１０
月
１
日
土
～
１１
月

４
日
金
午
後
４
時
ま
で

毛
呂
山
町
学
童
保
育
所

オ
ン
ラ
イ
ン
入
所
説
明
会

対　

令
和
５
年
度
に
毛
呂
山
町
学

童
保
育
所
に
入
所
を
検
討
し
て

い
る
保
護
者

申　
１１
月
３
日
木
ま
で
に
、
左
記

か
ら
電
子
申
請

で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
人

に
、
視
聴
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
メ
ー
ル

で
お
送
り
し
ま
す
。

問　
役
場
子
ど
も
課
子
育
て
支
援

係
ｔ

１
４
３

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど

を
本
人
と
同
一
世
帯
（
同
じ
戸
籍

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
直
系
の

尊
属
卑
属
）
以
外
の
人
に
交
付
し

た
と
き
に
通
知
す
る
制
度
で
す
。

通
知
は
、
登
録
し
た
本
人
（
ま
た

は
法
定
代
理
人
）
宛
に
交
付
年
月

日
・
請
求
者
の
種
別
な
ど
を
記
載

し
て
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
を
も
っ
て
第
三

者
へ
の
交
付
を
差
し
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

対　
毛
呂
山
町
の
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
戸
籍
に
記
載
が
あ
る

（
過
去
に
記
載
が
あ
っ
た
）
人

本
人
通
知
制
度
に

ご
登
録
く
だ
さ
い

申
込
み
で
き
る
人　
本
人
、
同
一

世
帯
の
人
ま
た
は
委
任
状
の
あ

る
代
理
人
（
未
成
年
者
の
申
請

の
場
合
は
法
定
代
理
人
）

　
本
人
確
認
書
類
、
委
任
状
、

法
定
代
理
人
の
場
合
は
戸
籍
謄

本
（
町
に
戸
籍
の
あ
る
人
は
不

要
）

問　
役
場
住
民
課
戸
籍
住
民
係

　
　
ｔ

１
３
１
・
１
３
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
は
、
ご

自
宅
等
か
ら
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

確
定
申
告
は
ｅイ

‐ー

Ｔタ
ッ
ク
ス
ａ
ｘ

・
ス
マ
ホ
申
告
」
で

し
て
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

申
告
書
を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

（
電
子
申
告
）
に
よ
る
ご
提
出
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
対
応
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
、
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
と
大
変
便

利
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
事
前
に
各
市
町
（
担
当
窓
口
）

で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
、
税
務
署
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
る
人
も
、

前
述
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

問　
川
越
税
務
署

　
　

ｔ
２
３
５

−

９
４
１
１

役場では、毎月第１土曜日の午前中に、一部の課
で窓口業務を行う『土曜開庁』を実施しています。
㊐　１０月１日（土）、１１月５日（土）
　　午前８時３０分～正午
場　役場高齢者支援課・住民課・福祉課・税務課

土曜開庁
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県
や
市
町
村
の
各
種
統
計
、
行
政

機
関
一
覧
、
鉄
道
マ
ッ
プ
、
生
活

情
報
な
ど
埼
玉
に
関
す
る
便
利
な

情
報
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る
県

民
手
帳
を
販
売
し
ま
す
。

表
紙
の
カ
ラ
ー
が
１５
年
ぶ
り
に
新

し
く
な
り
ま
し
た
（
ネ
イ
ビ
ー
と

ペ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
の
２
色
）。

ま
た
、
県
民
手
帳
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人

に
抽
選
で
コ
バ
ト
ン
グ
ッ
ズ
（
予

定
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

㊐　
１０
月
14
日
金
～
１２
月
16
日
金

場　
役
場
企
画
財
政
課

規
格
／
14
×
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

種
類
／
ネ
イ
ビ
ー
・
ペ
ー
ル
グ
リ

ー
ン（
月
間
予
定
表
部
分
升
目
式
）

料　
６
０
０
円
（
税
込
み
）

問　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
　

ｔ

３
２
２

２
０
２
３
年
版
県
民
手
帳

を
販
売
し
ま
す

「
プ
ラ
チ
ナ
・
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ

プ
」
と
は
、
配
送
、
移
動
販
売
、

プ
ラ
チ
ナ
・
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ

ッ
プ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
埼

玉
県
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社

会
づ
く
り
条
例
」
が
７
月
８
日
に

公
布･

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
場
に
お

埼
玉
県
性
の
多
様
性
を
尊

重
し
た
社
会
づ
く
り
条
例

１０
月
１
日
か
ら
埼
玉
県
最
低
賃
金

は
時
間
額
９
８
７
円
（
引
き
上
げ

額
３１
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
賃
金
の
最

低
限
度
を
定
め
る
も
の
で
、
年
齢

や
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、
パ
ー

ト
や
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
、

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使
用
者

も
、
労
働
者
も
、
賃
金
額
が
１
時

間
当
た
り
９
８
７
円
以
上
か
ど
う

か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
左
記
問
合
せ
先
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

※ 

一
部
の
産
業
に
は
、
特
定
（
産

業
別
）最
低
賃
金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

問　
埼
玉
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
ｔ
０
４
８−

６
０
０−

６
２
０
５

埼
玉
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

い
て
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
正

し
い
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問　
埼
玉
県
県
民
生
活
部
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課

　
ｔ
０
４
８−

８
３
０−

２
９
２
７

送
迎
・
出
張
サ
ー
ビ
ス
、
多
目
的

ト
イ
レ
設
置
、
防
犯
・
見
守
り
な

ど
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
お
店
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
下
記
か
ら
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
福
祉
部
地
域
包
括
ケ

ア
課

　
ｔ
０
４
８−

８
３
０−

３
２
５
６

　
講
習
・
イ
ベ
ン
ト

ち
ょ
っ
と
む
か
し
の
遊
び
道
具
を

作
っ
て
、
実
際
に
遊
ぶ
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
竹
の
水
鉄

砲
を
作
っ
て
遊
び
ま
す
。

一
番
遠
く
に
水
を
と
ば
せ
る
の
は

だ
れ
だ
!?

㊐　
１０
月
３０
日
日　

　
　
午
後
１
時
～
２
時
３０
分

場　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
手
作
り
の
水
鉄
砲
を
作
り
、

実
際
に
遊
び
ま
す
。

※
雨
天
中
止
で
す
。

定　
３０
人
（
先
着
順
）

講
師　
当
館
職
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー

料　
無
料

昔
の
遊
び
体
験
会
『
竹
の

水
鉄
砲
で
遊
ぼ
う
！
』

※
濡
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
１０
月
29
日
土
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
電
話
可
）。

　
ま
た
、
下
記
か
ら

電
子
申
請
で
の
お

申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
空
き
が
あ
れ
ば

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

　

ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

今
年
も
夜
間
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

「
森
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ
イ
ト
」
を

開
催
し
ま
す
（
１０
月
２１
日
金
か
ら

２３
日
日
ま
で
、
28
日
金
か
ら
３０
日

日
ま
で
開
催
予
定
）。
秋
の
夜
長

に
、
開
放
的
な
森
林
の
な
か
で
の

散
策
、
光
と
音
の
演
出
を
楽
し
ん

で
み
て
は
。
詳
細
は
森
林
公
園
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
雨
天
中

止
で
す
。

料　

大
人
（
高
校
生
以
上
）
／

４
５
０
円
、
シ
ル
バ
ー
（
65
歳

以
上
）
／
２
１
０
円
、
中
学
生

以
下
／
無
料

問　
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
４
９
３

−

５

７

−

２
１
１
１

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

夜
間
開
園
の
ご
案
内
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毛
呂
山
美
術
協
会
展

第
70
回
美
術
協
会
員
の
作
品
展
を

公
開
し
展
示
し
ま
す
。
ご
来
場
、

ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
７
日
金
～
10
日
月　

　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
７
日
金
は
午
後
３
時
か
ら
、
10

日
月
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

場　
中
央
公
民
館
１
階
展
示
室

　
油
彩
、
水
彩
、
ア
ク
リ
ル
、

墨
絵
、
パ
ス
テ
ル
、
切
り
絵
、

「
毛
呂
写
親
の
会
」
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。
美
し
い
自
然
風
景
写

真
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
14
日
金
～
16
日
日

　
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
16
日
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

場　
中
央
公
民
館

問　
毛
呂
写
親
の
会
会
長
ｔ
０
９

０−

１
２
１
５−

４
６
４
３
池
田

毛
呂
『
写し
ゃ
親し
ん
の
会
』

写
真
展
開
催
の
お
知
ら
せ

剛
柔
流
は
四
大
流
派
の
な
か
で
最

も
実
践
的
な
空
手
で
す
。
ま
た
、

息い

吹ぶ
き

と
い
う
独
特
の
呼
吸
法
が
あ

り
ま
す
。
剛
柔
流
空
手
道
を
通
し

て
心
身
と
も
に
健
康
で
強
靭
な
体

作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女

問
わ
ず
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
基

本
か
ら
し
っ
か
り
指
導
し
ま
す
。

㊐　
毎
週
日
曜
日

　
　
午
後
２
時
～
４
時

剛ご
う

柔じ
ゅ
う

流り
ゅ
う

実
践
空
手
道

誠せ
い
剛ご
う
会か
い

　
会
員
募
集

情
報
交
換

同
校
高
等
部
専
攻
科
で
は
、
視
覚

障
害
（
全
盲
ま
た
は
弱
視
）
の
10

代
か
ら
60
代
の
人
が
、
あ
ん
摩
・

マ
ッ
サ
ー
ジ・指
圧
、は
り
、き
ゅ

う
の
技
能
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

卒
業
時
に
は
、
国
家
試
験
の
受
験

資
格
が
得
ら
れ
、
免
許
取
得
後
は

病
院
や
介
護
施
設
な
ど
へ
の
就

職
、
治
療
院
開
業
、
進
学
等
の
道

が
ひ
ら
け
ま
す
。

対　
県
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
の

条
件
に
も
当
て
は
ま
る
人

①
両
眼
の
矯

き
ょ
う

正せ
い

視
力
が
概お

お
むね

０
・

３
未
満
の
人
ま
た
は
矯
正
視
力

県
立
特
別
支
援
学
校

塙は
な
わ
保ほ
己き

一い
ち
学
園
入
学
者
募
集

　
募
集

が
０
・
３
以
上
で
盲
学
校
の
教

育
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
人

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
未
取
得
の

人
も
含
み
ま
す
。

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
も

し
く
は
令
和
５
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
人
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

選
考
日　
１
次
募
集
／
11
月
29
日

火　

２
次
募
集
／
令
和
５
年
２

月
10
日
金

問　
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

一
学
園
（
盲
学
校
）
高
等
部
専

攻
科
ｔ
２
３
１

−

２
１
２
１

　

ｆ
２
３
９

−

１
０
１
５

自
衛
官
採
用
試
験

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
（
推
薦
）】

受
付
期
間　
12
月
２
日
金
ま
で

試
験
日　
令
和
５
年
１
月
５
日
木

～
７
日
土

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
（
一
般
）】

受
付
期
間　
令
和
５
年
１
月
６
日

金
ま
で

試
験
日　

令
和
５
年
１
月
14
日

土
、
15
日
日
の
い
ず
れ
か
１
日

※
そ
れ
ぞ
れ
応
募
資
格
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
候
補
生
は
年
間
を
通
じ
て

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問

合
せ
・
各
種
資
料
の
ご
請
求
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
自
衛
隊
入
間

地
域
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
入
間
地
域
事
務
所

　

ｔ
０
４−

２
９
２
３−
４
６
９
１

書
、
写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、
彫

ち
ょ
う

塑そ

、
造
形
、
金
属
加
工

主
催　
毛
呂
山
美
術
協
会

後
援　
毛
呂
山
町
、毛
呂
山
町
教

育
委
員
会
、毛
呂
山
町
文
化
協
会

問　
毛
呂
山
美
術
協
会

　
　

ｔ
２
９
４

−

６
５
２
９
古
賀

埼
玉
県
で
は
、
動
物
の
愛
護
や
正

し
い
飼
い
方
に
関
す
る
知
識
情
報

な
ど
の
普
及
啓
発
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
積
極
的
・
自
主
的
に
ご

協
力
を
い
た
だ
く
「
彩
の
国
動
物

愛
護
推
進
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

申　
11
月
30
日
水
ま
で
に
埼
玉
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
保
健

所（
政
令
市・中
核
市
を
除
く
）

ま
た
は
埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
に
設
置
す
る
募
集

要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
保
健
医
療
部
生
活
衛

生
課
総
務
・
動
物
指
導
担
当

　
ｔ
０
４
８−

８
３
０−

３
６
１
２　

a3600-02@pref.saitama.lg.jp

『
彩
の
国
動
物
愛
護
推
進

員
』
を
公
募
し
ま
す
！
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悩
み
や
不
安
な
気
持
ち
を
ひ
と
り

で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

臨り
ん

床し
ょ
う

心し
ん

理り

士し

に
話
す
こ
と
で
状

況
が
改
善
し
た
り
、
解
決
策
が
見

つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
無
料
）。

㊐　
11
月
９
日
水

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
悩

み
が
あ
る
人
、
そ
の
家
族

定　
３
組
（
先
着
順
）

申　
10
月
11
日
火
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
付
ま
す（
電
話
可
）。

※
受
付
時
に
相
談
内
容
を
確
認

し
、相
談
時
間
を
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

両
方
の
検
診
を
受
け
て
も
１
時
間

以
内
で
終
了
し
ま
す
。
小
さ
な
お

子
さ
ん
の
い
る
人
に
は
無
料
の
保

育
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
申
込
時

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

㊐　
11
月
18
日
金
、
19
日
土

※
時
間
は
予
約
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
町
内
在
住
の
女
性

　
乳
が
ん
検
診
／
40
歳
以
上

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
／
20
歳
以
上

※
ど
ち
ら
も
令
和
４
年
度
中
に
当

該
年
齢
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
。

※
２
年
に
１
回
の
検
診
で
す
。
令

和
３
年
度
に
受
診
さ
れ
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
乳
が
ん
検
診
希
望
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
後
10
週
以

内
の
人
は
、リ
ン
パ
が
腫
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、そ
の
期
間

乳
が
ん
・

子
宮
頸け
い
が
ん
検
診

を
避
け
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定　
各
１
２
０
人
（
先
着
順
）

料　
乳
が
ん
検
診
／
６
０
０
円

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
／
５
０
０
円

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
お
よ
び
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
は
ク
ー
ポ

ン
券
を
、
生
活
保
護
受
給
者
は
受

給
者
証
と
印
鑑
を
、
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
乳
が
ん
検
診
受
診
の
人
は
バ
ス

タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申　
10
月
12
日
水
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

払
い
、
容
器
を
受
け
取
る
（
予

約
不
要
）。

②
容
器
に
便
を
採
る（
２
日
間
分
）。

③
提
出
用
封
筒
に
容
器
を
入
れ
、

郵
送
す
る（
郵
便
料
金
不
要
）。

料　

５
０
０
円

申　
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
容
器
の
受
け
取
り
は
代
理
の
人

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
お
よ
び
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
は
ク
ー
ポ

ン
券
を
、
生
活
保
護
受
給
者
は
受

給
者
証
と
印
鑑
を
、
申
込
み
時
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

便
に
血
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か
を

ご
自
宅
で
簡
単
に
確
認
で
き
る
検

診
で
す
。
便
を
２
日
分
採
取
し
て

郵
送
す
る
だ
け
の
検
診
な
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

容
器
の
配
布　
10
月
28
日
金
～
11

月
４
日
金
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

対　
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

で
、
令
和
４
年
度
に
ま
だ
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

※
令
和
４
年
度
中
に
40
歳
に
な
る

人
を
含
み
ま
す
。

　
便べ

ん
潜せ

ん
血け

つ
２
日
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
料
金
を

場　
総
合
公
園
体
育
館
柔
道
場

対　
小
学
生
以
上

料　
月
謝
／
２
３
０
０
円

申
・
問　
ｔ
２
９
４

−

２
７
０
８

　
師
範　
西
岡

大
腸
が
ん
検
診

毎
年
、
10
月
は
「
が
ん
検
診
受
診

率
50
パ
ー
セ
ン
ト
達
成
に
向
け
た

集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」で
す
。

国
と
地
方
自
治
体
が
連
携
し
、
国

民
の
が
ん
検
診
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
て
も
ら
う
啓
発
月
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
の
死
因
の

第
１
位
は
が
ん
で
あ
り
、
県
民
の

２
人
に
１
人
が「
が
ん
」に
な
り
、

３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
初
期
の

段
階
で
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
進
行
し
自

覚
症
状
が
出
て
か
ら
は
治ち

癒ゆ

率
が

10
月
は
『
が
ん
月
間
』
で
す

大
き
く
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
早
期
発
見
し
適
切
な
治

療
を
受
け
れ
ば
治
る
確
率
の
高
い

病
気
で
す
。

町
で
は
、
早
期
発
見
を
目
的
と
し

た
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
定

期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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町は、皆さんに納めていただいた税金で、安心・安全なまちづくりを行っています。
町税は、皆さんの生活に欠かすことのできない公共サービスや、公共施設の維持管理などに充てる
重要な財源です。納期限内の納税にご協力をお願いします。
問合せ　役場税務課納税係　ｔ295−2112 内線194・195

今後も納税の公平性を確保するため、給与、預貯金、不動産、自動車などの差押えや、差押えた物件の公売などを
実施していきます。

差押え件数 公売および換価

令和３年度 437件 41,940,430円

令和２年度 369件 48,641,694円

町では、町税や国民健康保険税を滞納している人に、督促状や催告書
を送付したり、電話催告を行ったりして納税をお願いしています。
しかし、納めることができるにもかかわらず納税に応じない場合には、
納期限内に納めている人との公平性を確保するため、差押えなどの滞
納処分を強化しています。

納処分を実施しています滞

町税や国民健康保険税には、それぞれ納期限が定められています。納期限を１日過ぎれば滞納
です。納期限を過ぎると延滞金が発生します。納期限までに納付せず完納の見込みがない場合
は、不動産や預貯金の差押えを行っています。
令和３年度は、不動産の差押えを６件、預貯金の差押えを336件実施しました。

動産・預貯金の差押えを実施しています不

滞納者の勤務先を調査・訪問するなどして、給与の差
押えを実施しています。
なお、差押えの対象となるのは、支給される給与の全
額ではなく、生活費などを除いた額と法律で定められ
ています。
令和３年度は、年金と給与の差押えを46件実施しま
した。

与・年金も差押えの対象です給

県税・市町村税は、教育、福祉、医療などさまざまな
分野のサービスや環境をよりよくするための大切な
「源」となっています。埼玉県では、皆さんの生活を
向上させるため、税収確保に全力で取り組んでいます。
税金の滞納は期限内に納税している人との公平を欠く
ものです。滞納整理強化期間に県と県内全市町村が協
力し、滞納整理を集中的に行います。

トップ！滞納ス ～10月から12月は
滞納整理強化期間です～

町税の納期限内納付に町税の納期限内納付に
ご協力をお願いしますご協力をお願いします

納めるべき額が、１年分、２年分、と累
積してしまうと、一度に解消することが
たいへん困難になってきます。
早期にご相談ください。

納税相談のご案内

町では、埼玉県と協力して文書による催告や滞納処分、
捜索などを行っています。
また、町県民税の滞納額が高額となった人については、
埼玉県が直接、調査や滞納処分を行うこともあります。

玉県と協力しています埼

口座振替を利用すると決められた日に自動的に税金が
引き落とされるため、納め忘れがありません。
手続きは通帳、届出印、納税通知書をお持ちのうえ、
町内金融機関や役場等に設置してある申込書に記入
し、口座振替を希望する金融機関に提出してください。
また、全国の主なコンビニエンスストアでの納付やス
マホ決済アプリで納付書にあるバーコードを読み取り
町税を納付することができます。曜日や時間に関係な
く納付できますので、ぜひご利用ください。

税は便利な口座振替や納
コンビニ納付・スマホ決済アプリで
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更・中止となる可能性があります。町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 10/11（火）、10/24（月）

11/８（火）、11/28（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 10/19（水）、11/16（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 10/13（木）、11/10（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
11/２（水） 10:00～11 :30 保健センター

保健センターｔ294−5511
10/５（水） 10:00～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 10/26（水）、11/22（火） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 127

子育て相談
なんでも話してみよう 平日 10:00～15 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

  

「鎌倉殿」の時代から

その後の毛呂氏へ

歴史散歩
第340回

　

大
河
ド
ラ
マ
で
放
映
中
の
「
鎌
倉
殿
」
の
時
代
、

有
力
御
家
人
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
毛
呂
季す
え

光み
つ

で

し
た
が
、
源
み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

亡
き
後
、
記
録
上
、
見
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
子
孫
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
で
し

ょ
う
か
。
今
回
は
、
毛
呂
郷
か
ら
遠
く
離
れ
、
そ
の

後
の
毛
呂
氏
の
足
跡
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　

時
代
は
毛
呂
季
光
の
時
代
か
ら
３
０
０
年
ほ
ど
経

っ
た
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
、
さ
ら
に
幕
末
ま
で

下
り
ま
す
。

　

上
こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
新に

っ
た
の
し
ょ
う

田
荘
、
現
在
の
群
馬
県
太
田
市
に
は
、

こ
の
水
源
豊
富
な
肥ひ

沃よ
く

の
地
を
拠
点
と
す
る
毛
呂
氏

が
い
ま
し
た
。
新
田
荘
に
は
江え

田だ

館
や
か
た

跡あ
と

と
呼
ば
れ

る
群
馬
県
で
最
初
に
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
城
館
跡

が
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
末
期
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
に

至
る
新
田
義
貞
の
鎌
倉
攻
め
に
参
戦
し
た
江
田
行ゆ
き

義よ
し

の
築
造
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
江
田
館
跡
の
周
囲

に
は
、い
く
つ
か
の
小
さ
な
館
跡
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
毛
呂
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
新
田
荘
の
毛
呂
氏
は
、戦
国
時
代
の
天て
ん

正し
ょ
うの

頃
、

江
田
行
義
の
末ま
つ

裔え
い

江
田
義よ

し

正ま
さ

が
毛
呂
義
正
を
名
乗
り

ま
し
た
。
義
正
は
新
田
荘
の
武
将
、
江
田
氏
の
事
績

を
継
承
す
る
形
で
当
地
に
根
を
降
ろ
し
、
後
に
金か
な

山や
ま

城じ
ょ
う

主
、
由ゆ

良ら

成な
り

繁し
げ

に
仕
え
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
毛
呂
義
正
の
孫
、
毛
呂
正
信

が
、
遠
く
離
れ
た
出で

羽わ

松ま
つ

山や
ま

藩は
ん

（
山
形
県
酒
田
市
）

の
領
主
酒さ
か

井い

忠た
だ

恒つ
ね

の
も
と
に
仕
え
ま
し
た
。
松
山
藩

は
、
庄
し
ょ
う

内な
い

藩は
ん

（
鶴
岡
市
）
か
ら
分
か
れ
た
新
設
の
藩

で
し
た
。

　

松
山
藩
で
の
毛
呂
氏
の
活
躍
は
、
多
岐
に
渡
っ
て

お
り
、
兵
法
や
医
術
に
関
す
る
多
く
の
資
料
が
現
在

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
幕
末
の
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の
際
、
幕
府
方
と
し

て
出
陣
し
、
秋
田
長
浜
で
敵
陣
に
突
入
し
て
戦
死
し

た
毛
呂
正ま
さ

孝た
か

は
文
武
に
秀
で
、
27
歳
の
若
さ
で
藩
士

に
剣
術
を
教
授
す
る
剣け
ん

術
じ
ゅ
つ

指し

南な
ん

役や
く

と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
酒
田
市
心し
ん

光こ
う

寺じ

に
は「
毛
呂
正
孝
先
生
碑
」が

建
て
ら
れ
て
お
り
、事
績
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
「
鎌
倉
殿
」
側
近
の
毛
呂
季
光
の
末
裔

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
鶴
岡
市
の
毛酒田市心光寺の毛呂正孝先生碑

※
広
報
も
ろ
や
ま
９
月
号
の
歴
史
散
歩
で
「
葛
貫
」
の
ル
ビ

を
「
く
ず
ぬ
き
」
と
ふ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
編へ
ん

纂さ
ん

さ

れ
た
『
新し
ん

編ぺ
ん

武む
さ
し蔵

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』
の
記
述
に
よ
る
も
の
で
す
。

本
町
で
は
古
く
か
ら
「
つ
づ
ら
ぬ
き
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

呂
家
に
保
管
さ
れ

て
い
た
多
く
の
資

料
は
、
毛
呂
氏
の

ふ
る
さ
と
毛
呂
山

町
の
歴
史
民
俗
資

料
館
に
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。
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対 おおむね３歳以下の幼児と保護者

みんなのお誕生日
㊐ 10月19日（水）午前11時30分から

お誕生会、お買いものごっこ

保健師の日
㊐ 10月12日（水）午前10時〜11時

手話の日
㊐ 10月７日（金）

絵本の後に、手話をやります。

毛呂山町立図書館ｔ295−1015

午前９時30分～午後７時　土・日曜日、祝日は午後５時30分まで
図書・雑誌など ▼ 10点まで／３週間
CD・DVDなど ▼ ５点まで／２週間

監修　 ▼ 中島慶
けい

二
じ

 ・ 益
まし

子
こ

知
とも

樹
き

好きな生き物の種類や関わり方は人それぞれです
が、自然を楽しみ守りながら、見たり、捕ったり、
飼ったりすることにはきまりごとがあります。
自然や生き物がいかに様々な法律で守られている
かを分かりやすく学べる１冊です。

『いきもの六法』
今月の ススオ メの一冊

英語ＤＡＹ♪
㊐ 10月31日（月）

楽しい英語の歌が流れます。

出版　 ▼ 山と渓谷社

２歳児歯科健診　※対象者には通知を送付します。
対象 日にち 開始時間

R２.３～R２.４生まれ 10月20日（木）午前9時30分

「おはなしのクレヨン」おはなし会
～おはなしおはなし きょうはなに？～
㊐ 10月22日（土）　午後２時～２時30分
対 ３歳～小学生、大人もどうぞ！

おはなし「小さな赤いおうち」ほか
場 ２階視聴覚室　定 10人（先着順）
※小さなお子さんは保護者同伴。

遊びにおいでよ！ぴょんぴょん広場
㊐ 10月12日（水）、26日（水）午前10時30分～11時15分
対 ２歳前後の幼児と保護者

体操、工作、体育あそびなど（申込み不要）
親子とも室内シューズ

ぴょんちゃんたいむ
㊐ 10月６日（木）、20日（木）午前10時～11時30分
対 就学前の幼児
定 ５組程度

遊戯室にキッズカーやジャングルジムなど遊具
を設置します。絵本の読み聞かせもあります。

小学生事業「あそびの会」
㊐ 10月22日（土）午後２時から

ボールゲーム　　定 10人（先着順）
申 当日、児童館で受付（電話可）

卓球の日
㊐ 10月24日（月）

子ども用の卓球台で遊べます。

子育て支援センターｔ294−4820

乳幼児健診　※対象者には通知を送付します。
健診 対象 日にち 開始時間

４か月 R４.６生 11月１日（火）
午後1時30分10か月 R３.12生 11月２日（水）

１歳６か月 R３.４生 11月４日（金）
３歳 R１.５生 11月８日（火）

保健センターｔ294−5511

児童館ｔ295−4111

育児ほっと相談室
㊐ 10月26日（水）午前10時〜11時

助産師、保育士による育児相談、身体測定

対 町内在住でおおむね３歳以下の乳幼児と保護者
10・11月の開催日 ■開催日　■休室日

11月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

10月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

児童館内子育て支援室ｔ295−4111
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先日、鎌倉街道についての動画
を撮影しました。この動画は、
家にいながら、鎌倉街道のガイ
ドツアーを体験できる動画で
す。町公式YouTubeチャンネ
ルにアップされていますので、
ぜひご覧ください！（鶴田）

は、自治会
をとおして全戸に配布するほか、
町内の公共施設・駅・一部のコ
ンビニに配架しています。次号、
令和４年11月号は、11月１日

（火）に自治会へお届けします。
広報の感想・意見・情報提供は、
役場秘書広報課広報広聴係へご
連絡ください。
〒350-0493毛呂山町中央2-1

hisyo@town.moroyama.lg.jp
ｔ049（295）2112 332
ｆ049（295）0771

12平成30（2018）年
行事カレンダー

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷38）ｔ276−1465では、救急部が曜日・祝日を問わず
救急患者を受け入れています。
※西入間広域消防組合『救急相談ダイヤルｔ2

きゅうきゅうはなして
95−9987』では、曜日・時間を問わず、

緊急時の対処法・救急車の必要性・医療機関の紹介などの相談を行っています。

日にち 医療機関名 所在地 電話

10月10日（月・祝） おっぺ小児科・アレルギー科クリニック 若山1−8−7 ｔ295−5550

11月３日（木・祝） 初野医院 長瀬1850 ｔ294−7713

11月23日（水・祝） 長瀬クリニック 川角94−2 ｔ295−0708

 

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ 文化の日 ４ ５
４か月児健診 10か月児健診

成人健康相談
１歳６か月児健診
幼児クラブ

土曜開庁
トレーニング機器

説明会
12月分総合公園予

約受付日
パパママ教室

６ ７ ８ ９ 10 11 12
３歳児健診
12月分体育施設調整会議

こころの健康相談
ぴょんぴょん広場

いきいきシニア講座 パパママ教室
幼児クラブ

13 14 15 16 17 18 19
骨密度検診
いきいきシニア講座

胃がん・肺がん（肺
結核）・大腸がん検診

トレーニング機器説
明会

もの忘れ相談会
オレンジカフェ
ぴょんちゃんたいむ

乳がん・子宮頸がん
検診

乳がん・子宮頸が
ん検診

ダンボール甲冑隊
鎌倉街道クイズ

20 21 22 23 勤労感謝の日 24 25 26
・育児ほっと相談室（児
童館内子育て支援室）

児童館まつり
おはなし会

27 28 29 30
マイナンバーカード

専用休日窓口
・町税・保険料1 1月
分口座振替日

ぴょんぴょん広場

11月
2022年
行事カレンダー

10～11月の在宅当番医（午前9時～正午）

図書館　 児童館　 町内体育施設　 歴史民俗資料館
そのほかの施設は、原則土・日曜日および祝日休業休館記号

役場　 保健センター　 中央公民館　 東公民館　 ウィズもろやま
歴史民俗資料館　 児童館　 図書館　 総合公園　 消防署　 大類グラウンド場所記号

朗読ボランティア「花あかり」
の皆さんのご協力により、「声
の広報もろやま」を発行してい
ます。詳しくは毛呂山町社会福
祉協議会ｔ295-0601へご連絡
ください。

町のAED（自動体外式除細動器）設置場所を確認

http://www.ipos-map.jp/aedsm/menu.aspx

現在位置からAED設置場所
を検索できます。（GPS機能
を有効にしてください。）

町の情報館

防災行政無線の放送を確認
町の防災行政無線の放送内容を確認でき
るサービスです。

※西入間広域消防組合が遠隔操作により
放送する火災情報や、毎日放送する定時
放送には対応していません。

登録した人に放送内容を
配信します。

放送内容を音声で確認できます。

メールで配信

電話で確認

ｔ0800（800）1165

町のSNS
毛呂山町公式

毛呂山町公式
twitter

@moroyama_town

毛呂山町公式

YouTube
毛呂山町公式

Instagram

23 ２０２２．１０
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実際に図書館に行かなくても、
インターネットを通じてお持ち
のパソコンやタブレット、スマ
ートフォンなどから電子図書を
無料で借りて読むことができる
サービスをスタートします！

もろやま電子図書館

図書館に行く時間がなくても借りられる！

返却日になると自動返却されて安心！

文字サイズを読みやすい大きさに変更可能！

インターネットに繋がったパソコン、スマホ、
タブレットがあればいつでも読める！

サービス
開始！

電子図書館のここが便利

10月４日（火）

ご利用いただける人  

毛呂山町内に在住、または通勤、通学してい

る人で、毛呂山町立図書館の有効な利用券を

お持ちの人（広域・団体利用者は対象外）。

利用方法　※申込不要

ご利用にはＩＤとパスワードが必要になります。

利用方法の詳細は、「もろやま電子図書館」のサ

イト内にあるご利用ガイドをご覧ください。

貸出冊数と期間

３冊まで２週間（予約は３点まで）

もろやま電子図書館はこちらから➡
http://web.d-library.jp/moroyama/

　問合せ　毛呂山町立図書館　ｔ２９５－１０１５

午前９時30分


